
生 涯 教 育 研 修 活 動 報 告 書 
                                    

                                                 生理検査研究班 
 
１ 実施日時：  2022  年  8 月  13 日    13  時  30 分  ～  15 時  30 分 

 
２ 会 場  ：  鴻巣市市民活動センター 会議室 A       点数：専門 ―  20 点 
 
３ 主 題  ：    生理検査研究班 CD‐ROM 画像サーベイ 2021 報告会    
４ 講 師  ：  

報告１：心電図 工藤 淳子（北里大学メディカルセンター）        
南雲 涼太（埼玉県済生会川口総合病院）  

報告２：肺機能 武藤 由里子 
（医療生協さいたま生活協同組合 埼玉協同病院）        

家城 正和 
（地方独立行政法人埼玉県立病院機構 埼玉県立がんセンター）  

報告３：脳波 武藤 由里子 
（医療生協さいたま生活協同組合 埼玉協同病院）  

報告４：心エコー  早川 勇樹 
（自治医科大学附属さいたま医療センター） 

    報告５：CAVI・血管エコー        
野村 和弘（埼玉医科大学病院)  

報告６：乳腺エコー  
横尾 愛（川口市立医療センター）  

報告７：腹部エコー 
  小宮山 英幸（医療法人社団愛友会 上尾中央総合病院） 

 
５ 協 賛  ：                                                              
 
６ 参加人数： 会員    22     名  賛助会員         名 非会員         名 
 
 
７ 出席した研究班班員：南雲涼太、家城正和、工藤淳子、武藤由里子、野村和弘、小宮山英

幸、森充生、横尾愛 
  
 



８ 研修内容の概要・感想など 
 研修会当日は、台風が本州上陸する悪天候となってしまった。台風による交通障害発生の

可能性を考慮し、当日朝、事前参加登録者全員に研修会開催も自身の判断による任意参加を

推奨とし、欠席されても解説版 CD-ROM 送付希望連絡があれば送付する、といった内容の

お知らせメールを一斉送信した。講師を担当する生理検査研究班員にも、来場困難なようで

あれば無理をせず自身の判断を優先していただくよう連絡を行い、安全に配慮したうえで研

修会を開催した。CD-ROM 送付のお知らせメールにもかかわらず数名の欠席者にとどまった

ことは本企画への高い関心がうかがえた。天候を考慮し早めに会を進行したが、参加された

皆様は熱心に聴講されていた。 
 今回、サーベイの中で正答率が低かった脳波の設問 12 と乳腺超音波の設問 16 は正答率が

低いため教育問題とする旨を報告した。また、血管超音波の設問 19 に関しても研修会場では

正答率が低いため参考問題とする、と報告したが、再検討の結果不適切問題に変更した。詳

細内容は近々HP 上に掲載するのでご確認いただきたい。 
 研修会は大きな交通障害が発生する前に終了することができた。今回のサーベイ報告会の

解説内容が今後の日常業務の一助となれば幸いである。 
 
 

  提出日    2022 年 8 月 24 日    
                             文責：横尾愛          


